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早期の ECMO 導入にて救命し得た重症レジオネラ
肺炎の一例 
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【 緒 言 】 ECMO （ 膜 型 人 工 肺 ・ extracorporeal

membrane oxygenation）は重症インフルエンザ肺炎

などにおいてその有用性が示されているが、本邦にお

いて重症レジオネラ肺炎に対する使用経験は少ない。

今回、我々は ECMO を使用し救命し得た重症レジオ

ネラ肺炎の一例を経験したので報告する。【症例】生

来健康な 54 歳男性。温泉歴なし。入院 7 日前より発

熱を認め、セフェム系抗菌薬を内服したが改善せず、

入院 5 日前頃より呼吸困難を認めた。症状が改善しな

いため入院当日に近医を受診し、レントゲンにて両側

浸潤影あり、尿中レジオネラ抗原陽性であることから

レジオネラ肺炎と診断され、当院へ救急搬送となっ

た。来院時、PaO2 55.9mmHg（酸素リザーバー

12l/min）と著明な低酸素血症を認めたため、気管挿

管・人工呼吸管理となり、ICU へ入室となった。入室

後、レボフロキサシン 500mg/日とリファンピシン

450mg/日にて治療を開始した。第 2 病日には FiO2 

1.0 に PEEP を加えた呼吸管理をしたが、低酸素血症

は改善しなかった。酸素化改善目的に同日、V-V 

ECMO を導入した。ECMO 導入後は FIO2 を 0.4 程度、

一回換気量を 6ml/kg 程度に制限し、高い PEEP 圧を

かけ肺保護戦略にて管理した。その結果、徐々に血中

酸素分圧は改善し、また浸潤影も改善傾向であったた

め第 7 病日に ECMO を離脱した。また、同日に当院

で提出した喀痰から Legionella pneumophila が培養

され、確定診断とした。その後も呼吸状態・浸潤影は

徐々に改善し、第 13 病日に気管切開施行、第 18 病

日に人工呼吸器離脱、第 29 病日に気切孔閉創し、第

35 病日に経過良好のため独歩退院となった。【考察】

本症例は ECMO を使用し、救命し得た重症レジオネ

ラ肺炎の一例である。通常の人工呼吸では管理できな

い、可逆的な重症肺炎に対しては、早期に ECMO を

導入し肺保護を検討すべきと考えられた。 
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難治性癲癇患者に発症し, 診断と抗菌薬選択に苦
慮した ARDS 合併重症レジオネラ肺炎の 1 例 
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【症例】 32 歳女性. 難治性癲癇にて当院通院中. 痙

攣と意識障害, 発熱を主訴に救急受診. 痙攣後に嘔吐

と誤嚥を 認 め , 誤嚥性 肺 炎 の 診 断 に て 入 院 . 

Sulbactam/ Ampicillin を開始するも, 胸部 X 線にて

浸 潤 影 の 急速な拡大と 呼 吸不全の進行 を 認 め , 

PaO2/FiO2 ratio 70.6 にまで低下した. さらに意識状

態の悪化, 頻回の痙攣発作を認めたためICU管理とし

た. レジオネラ尿中抗原再検にて陽性と判明. ARDS

合併重症レジオネラ肺炎の診断で , Ciprofloxacin, 

Azithromycin と hydrocortisone infusion(200 mg/日

で開始し, 10 日間で漸減中止 )にて加療し奏功した.

尿中抗原陽性に加え, ペア血清の 4 倍以上の上昇, 喀

痰レジオネラ PCR 陽性からレジオネラ肺炎と確定診

断した.【考察】 レジオネラ菌による市中肺炎の割合

は 3～6%と稀であるが, ICU 入室を要した重症肺炎で

は肺炎球菌についで第 2 位である.本例は問診上明ら

かなリスクなく, 意識障害に加え誤嚥のエピソードが

あり, また初回尿中レジオネラ抗原陰性であったこと

から診断に苦慮した.  また, 重症レジオネラ肺炎に

おいてはニューキノロン系抗菌薬が有効であると考

えられるが, 同抗菌薬による痙攣誘発作用も知られて

いる. 本例では痙攣と意識障害を認めており抗菌薬選

択に苦慮した. ICU 管理下で痙攣に注意しながら投与

し, 意識障害は改善し, 痙攣発作は消失した.  重症

市中肺炎におけるステロイドについては, 酸素化や画

像所見, 挿管回避, ICU 入室期間や予後等の改善を認

めたとする報告が散見される. 本例でも, 挿管回避を

期待してステロイドを併用し, 人工呼吸器管理するこ

となく治癒し得たと考えられた.【謝辞】喀痰レジオネ

ラ遺伝子検出にご協力頂いた東邦大学微生物学教室

館田一博先生に深謝致します.【非会員共同演者】中山

勝敏, 荒屋潤, 河石真, 原弘道, 沼田尊功, 小島淳, 鶴

重千加子, 橋本典生, 柳澤治彦 
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